




1.研究目的 

若年性関節リウマチ(JRA)の診断は早期には困難な場合が多い。特異的な症状がなく,頻度

の高いものを組合わせ,他の疾患を除外して診断をすすめねばならない｡アメリカリウマチ

協会の慢性関節リウマチの診断基準はJRAの診断に適切ではなく,Anse11&Bywatersのもの

は 3 ヵ月以上経過を観察するか,関節滑膜の生検が必要である。現在我が国では Grokoest

の診断基準が広く用いられているが over diagnosis という問題もあり,検討を要すると考

える。 

JRA にみられる症状と検査項目について出現する頻度と,JRA 以外の,関節炎のみられる疾

患で出現する頻度とを検討して JRA の診断に最も適切な項目を選び出し診断の手引きを作

成することに資するのを目的とした。 


